
二
月
に
行
わ
れ
た
大
阪
府
連
学
習

講
演
会
は
大
盛
況
で
し
た
が
、
そ
の

際
三
〇
名
を
超
え
る
方
々
か
ら
多
様

で
鋭
い
質
問
が
文
書
で
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
い
関
心
に

応
え
て
、
共
に
学
ぶ
府
連
定
例
研
究

会
を
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
つ
の
テ
ー
マ
で
数
回
の
研
究
会

を
一
つ
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
、
持
ち
回

り
で
報
告
を
担
当
し
、
結
論
を
急
が

ず
、
議
論
を
大
切
に
す
る
研
究
会
で

す
。
第
一
期
シ
リ
ー
ズ
は
「
中
国
は

社
会
主
義
、
資
本
主
義
、
そ
れ
と
も

国
家
資
本
主
義
？
」
と
い
う
問
題
設

定
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
参
加
ご
希

望
の
方
に
は
資
料
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。

大
阪
府
連
事
務
局
ま
で
、
住
所
・

氏
名
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

な
ど
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

定
員
は
先
着
順
十
五
名
で
す
。

田
中
仁
教
授
の
講
演
を
紹
介

六
月
の
学
習
講
演
会
「
日
中
関
係

の
転
機
を
ど
う
と
ら
え
、
い
か
に
再

構
築
す
る
か
」
と
田
端
誠
史
さ
ん
の

コ
メ
ン
ト
を
、
山
本
恒
人
さ
ん
が
二

頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
和
の
た
め
の
東
大
阪
戦
争
展
の

メ
イ
ン
企
画
の
一
つ
と
し
て
、
漫
画

展
「
中
国
か
ら
の
引
き
揚
げ
〜
少
年

た
ち
の
記
憶
」
が
、
七
月
二
七
・
二

八
日
の
両
日
、
東
大
阪
市
民
会
館

（
近
鉄
奈
良
線
永
和
駅
前
）
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
東
大
阪
支
部
は
大
阪
府
連
手

持
ち
の
資
料
も
提
供
し
、
実
行
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
。
二
八
日
午
後
一
時
半
か
ら
、

西
谷
文
和
さ
ん
と
ア
フ
ガ
ン
留
学
生

と
の
対
談
も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
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十
月
十
一
日
〜
十
五
日
、
「
南
京
・

揚
州
・
鎮
江
・
上
海
」
平
和
の
旅
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

南
京
虐
殺
を
否
定
す
る
反
動
的
な

動
き
の
あ
る
な
か
で
、
記
念
館
を
訪

れ
、
中
国
国
民
へ
の
残
虐
行
為
の
事

実
を
、
現
地
で
学
ぶ
こ
と
は
重
要
で

す
。

今
回
は
鑑
真

和
上
ゆ
か
り

の
揚
州
に
も

行
き
ま
す

ぜ
ひ
多
く
の

方
が
、
参
加

さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

六
月
十
九
日
西
支
部
六
月
行
事

の
「
き
り
え
」
教
室
に
友
人
と
参

加
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
か
わ

せ
み
」
二
人
と
も
き
り
え

は
初
体
験
で
す
。
色
紙
に

型
紙
を
置
い
て
カ
ッ
タ
ー

ナ
イ
フ
で
慎
重
に
切
り
抜

い
て
い
き
ま
す
。
難
し
い

の
は
小
さ
い
形
の
コ
ー
ナ
ー

が
う
ま
く
切
り
取
れ
な
い

こ
と
、
同
じ
と
こ
ろ
を
何

度
も
ナ
イ
フ
を
入
れ
る
の

で
切
り
口
が
ギ
ザ
ギ

ザ
に
な
り
ま
し
た
。

指
が
曲
が
っ
て
も

と
に
戻
ら

な
い
ほ
ど

力
が
入
り
、

な
か
な
か
は
か
ど
ら
ず

疲
れ
果
て
て
た
め
息
が
。

「
イ
ラ
チ
」
の
根
性
が

丸
出
し
に
な
っ
て
、
思

わ
ず
ハ
サ
ミ
で
チ
ョ
キ

チ
ョ
キ
や
っ
て
い
る
と

背
後
か
ら
「
ハ
サ
ミ
で
切

る
か
あ
？
！
」
の
あ
き
れ

声
、
す
み
ま
せ
〜
ん
。

三
時
間
の
悪
戦
苦
闘
の

結
果
「
あ
わ
や
カ
ラ
ス
か
！
」

の
心
配
も
裏
か
ら
色
紙
を

貼
っ
て
み
る
と
、
結
構
美

し
く
仕
上
が
っ
た
の
で
ひ

と
安
心
で
す
。

名
人
伊
藤
さ
ん
の
「
抜

き
型
」
を
い
た
だ
い
て
、
う
ち
わ

の
裏
に
貼
り
付
け
ま
し
た
。
（
裏

の
方
が
美
し
い
〜
！
）

次
回
も
是

非
、
き
り
え
に
挑
戦
し
て
み
た
い

で
す
。
平
松
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
（
Ｈ
）

カ
ワ
セ
ミ
で
う
ち
わ
を
創
る

き
り
え
西
支
部
教
室

大阪府連合会事務所が６月２４日移転しました。

移転先は〒530-0012 大阪市北区芝田２－３－１９

東洋ビル本館２０７号室です。

中国語教室は２０５・３０５号室です。

電話・ＦＡＸ・メールアドレスは変わりません。

連絡先：大阪府連06-6372-8131

大阪府連事務所移転しました

中
国
研
究
会
八
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

第
一
期
シ
リ
ー
ズ

中
国
の
体
制
を
考
え
る

東
大
阪
市
で
漫
画
展

十
月
に
平
和
の
旅
へ

南
京
・
鎮
江
・
上
海

鑑真で有名な大明寺

中国研究会

第１期シリーズ

中国の体制を考える

８月２５日（日）

午後２時～５時

大阪府連 新事務所

２０５号室です
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中
国
革
命
を
相
対
視
す
る

第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
中
国
革
命

（
中
華
人
民
共
和
国
成
立
）
を
「
相

対
化
」
す
る
、
と
い
う
視
点
の
提
起

に
あ
り
ま
す
。
世
界
で
は
、
私
た
ち

が
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
革
命
」
と
は
か

な
り
ベ
ク
ト
ル
の
異
な
る
「
東
欧
革

命
」
や
「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
」
（
ア

ラ
ブ
の
春
）
と
い
う
表
現
が
登
場
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
冷
戦
終

結
後
の
権
力
と
民
衆
と
の
関
係
の
考

察
に
、
多
様
性
と
複
合
性
と
が
求
め

て
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
２
０
１
１
年
に
辛
亥
革
命
百
周

年
を
迎
え
た
が
、
辛
亥
革
命
が
掲
げ

た
「
共
和
と
民
権
」
を
現
代
に
ど
う

位
置
づ
け
る
べ
き
か
。
こ
の
視
点
は
、

現
在
の
中
国
を
冷
静
に
と
ら
え
よ
う

と
す
る
場
合
、
重
要
で
す
。

日
中
双
方
に
内
在
す
る
せ
め
ぎ
合
い

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
先
ず
、
内

閣
府
の
世
論
調
査
で
の
日
本
国
民
の

対
中
意
識
の
変
遷
を
直
視
す
る
点
で

す
。
「
親
中
感
」
は1
9
8
0

年
の7

8
.
6

％
か
ら2

0
1
2

年
の1
8
.
0

％
に
減
少
、

「
嫌
中
感
」
は
同1

4
.
7

％
か
ら
同8

0
.

6

％
に
激
増
し
て
い
ま
す
。1

9
7
8

ー8
8

年
が
「
親
中
感
」
多
数
期
、1

9
8
9

ー2

0
0
3

年
が
両
者
拮
抗
期
、2

0
0
4

年
以
降

「
嫌
中
感
」
多
数
期
。
田
中
先
生
が

注
目
す
る
の
は
「
親
中
感
」
「
嫌
中

感
」
が
拮
抗
す
る
時
期
で
す
。
こ
の

時
期
の
中
間
点1

9
9
5

年
は
戦
後
五
〇

年
に
あ
た
り
ま
す
。

戦
後
五
〇
年
と
い
う
区
切
り
は
、
日

本
社
会
に
ア
ジ
ア
認
識
を
め
ぐ
る
内

省
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
田
中
先
生

は
次
の
よ
う
に
示
し
ま
し
た
。

①
ー
衆
議
院
本
会
議
で
の
「
侵
略
的

行
為
反
省
」
決
議
が
ギ
リ
ギ
リ
で
採

択
。
村
山
首
相
に
よ
る
歴
史
的
な
反

省
と
陳
謝
の
、
談
話
。

②
ー
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
戦
争
責

任
を
め
ぐ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
空
間
で
、

「
戦
後
の
日
本
は
加
害
者
意
識
の
き

わ
め
て
薄
い
人
間
を
量
産
し
，
ア
ジ

ア
へ
の
『
謝
罪
』
や
『
反
省
』
に
対

し
て
き
わ
め
て
鈍
感
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
し
て
、
「
国
家
や
国
民
の
対

外
責
任
の
連
続
性
」
を
認
識
す
る
こ

と
の
強
調
（
朝
日
新
聞
）
と
「
日
本

無
力
化
の
た
め
の
平
和
憲
法
と
戦
後

民
主
主
義
」
の
弊
害
が
ア
ジ
ア
近
隣

諸
国
に
過
度
に
神
経
を
と
が
ら
せ
・
・
・

お
び
え
る
」
風
潮
を
生
み
出
し
て
い

る
と
す
る
批
判
（
産
經
新
聞
）
と
の

間
で
の
激
し
い
攻
防
を
生
み
出
し
て

い
き
ま
す
。

同
時
に
田
中
先
生
は
、
戦
後
五
〇

年
と
い
う
区
切
り
は
、
中
国
と
台
湾

と
の
間
に
も
大
き
な
攻
防
を
も
た
ら

す
も
の
と
な
っ
た
と
指
摘
し
ま
す
。

①
ー
『
人
民
日
報
』
は
「
抗
日
戦
争

の
歴
史
を
忘
却
し
て
は
な
ら
ず
改
ざ

ん
し
て
は
な
ら
な
い
。
近
年
日
本
の

閣
僚
を
含
む
一
部
の
人
々
が
中
国
侵

略
の
歴
史
を
否
認
し
フ
ァ
シ
ズ
ム
を

免
罪
し
て
い
る
こ
と
は
中
国
人
民
の

感
情
と
ア
ジ
ア
・
世
界
の
人
民
の
感

情
を
著
し
く
傷
つ
け
た
」
と
強
調
し

た
う
え
で
、
そ
れ
と
並
べ
て
「
李
登

輝
が
民
族
の
大
義
を
顧
み
ず
祖
国
分

裂
の
行
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
決

し
て
容
認
で
き
な
い
」
と
非
難
し
ま

し
た
（
九
月
三
日
）
。

②
ー
こ
れ
に
対
し
て
、
李
登
輝
は
同

日
の
「
抗
戦
勝
利
五
〇
周
年
記
念
大

会
」
の
席
上
で
、
「
台
湾
は
過
去
三

〇
年
の
経
済
奇
跡
に
よ
っ
て
中
国
史

上
未
曽
有
の
富
裕
か
つ
平
安
な
社
会

を
創
造
し
」
た
が
、
「
こ
の
中
華
民

族
の
完
全
な
主
権
と
一
個
の
政
治
実

態
は
掛
け
値
な
し
の
も
の
で
あ
る
」

と
宣
言
し
ま
し
た
。

日
本
の
①
②
両
者
と
中
国
の
①
②

両
者
の
そ
れ
ぞ
れ
相
容
れ
が
た
い
対

立
と
攻
防
が
、
日
中
関
係
を
め
ぐ
る

日
本
国
民
の
「
親
中
感
」
と
「
嫌
中

感
」
と
の
拮
抗
に
深
く
影
響
し
て
い

た
と
い
う
示
唆
は
、
大
変
興
味
深
い

も
の
で
す
。

台
湾
の
民
主
化
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

第
三
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
総
統
直
接

選
挙
か
ら
政
権
交
代
、
さ
ら
に
国
民

党
の
政
権
奪
回
に
い
た
る1

9
9
0

年
代

半
ば
以
降
の
台
湾
政
治
の
展
開
が
台

湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
容
を
伴
っ

て
い
た
こ
と
で
す
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
指
標
（
台
湾
・
政
治
大
学
選

挙
研
究
セ
ン
タ
ー
）
は
、
自
己
認
識
；

「
台
湾
人
」
、
「
台
湾
人
か
つ
中
国

人
」
、
「
中
国
人
」
、
「
無
回
答
」

の
四
つ
で
す
。
起
点
の1

9
9
2

年
序
列

は
「
台
湾
人
か
つ
中
国
人
」
、
「
中

国
人
」
、
「
台
湾
人
」
、
「
無
回
答
」

で
す
。1

9
9
5

年
に
「
台
湾
人
」
が
第

二
順
位
と
な
り
急
上
昇
、2

0
0
8

年

「
台
湾
人
」
（1

2

年
に
は5

4
.
3

％
）
、

「
台
湾
人
か
つ
中
国
人
」
、
「
中
国

人
」
、
「
無
回
答
」
へ
と
逆
転
の
構

図
が
固
ま
り
ま
し
た
。

辛
亥
革
命
の
「
共
和
と
民
権
」

第
四
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
第
一
と
関

わ
り
ま
す
が
、
私
ど
も
の
前
に
あ
る

中
国
と
は
、
統
一
を
め
ぐ
っ
て
せ
め

ぎ
あ
う
中
華
人
民
共
和
国
と
台
湾
で

す
。
こ
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
背
後
に
は
、

辛
亥
革
命
百
年
と
な
る
中
華
民
国
の

継
承
性
の
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
辛
亥
革
命
の
テ
ー
マ
「
共
和
と

民
権
」
は
、
中
華
人
民
共
和
国
に
も

課
題
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
一
方

台
湾
で
は
、
植
民
地
経
験
と
戦
後
国

民
党
政
治
に
対
す
る
評
価
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

日
中
関
係
の
転
機

日
中
国
交
正
常
化
四
十
周
年
に
あ

た
る
２
０
１
２
年
に
起
こ
っ
た
尖
閣

問
題
が
，
こ
れ
ま
で
の
往
来
の
拡
大

と
深
化
に
よ
っ
て
育
ん
で
き
た
相
互

の
信
頼
・
依
存
関
係
を
棄
損
し
つ
つ

あ
る
状
況
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
日

中
関
係
を
考
え
る
と
き
、
日
中
双
方

に
こ
の
よ
う
な
棄
損
を
招
く
要
因
が

存
在
し
、
し
か
も
そ
の
要
因
が
増
殖

し
て
い
る
こ
と
を
直
視
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
日
中
関
係
そ

の
も
の
に
内
在
す
る
リ
ス
ク
と
と
ら

え
、
こ
の
リ
ス
ク
を
管
理
で
き
る
よ

う
な
視
点
と
手
法
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

コ
メ
ン
ト
（
田
端
誠
史
氏
）

田
中
仁
先
生
の
講
演
に
対
し
て
、

「
日
頃
聞
け
な
い
台
湾
の
情
報
を
含

め
多
様
な
視
点
を
紹
介
さ
れ
、
私
ど

も
の
友
好
運
動
が
紆
余
曲
折
を
経
て

必
ず
や
統
一
に
向
か
う
大
陸
と
台
湾

を
視
野
に
収
め
る
運
動
で
あ
る
こ
と

を
私
自
身
は
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

先
生
の
お
話
は
何
か
の
結
論
を
提
示

す
る
と
い
う
よ
り
は
、
考
え
る
素
材

を
豊
富
に
提
供
さ
れ
る
も
の
で
す
。

国
民
の
感
情
が
大
き
く
揺
れ
る
日
中

関
係
に
あ
っ
て
は
、
『
嫌
中
感
情
』

の
除
去
と
と
も
に
新
し
い
発
想
や
方

法
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
日
中
関
係
の
再
構
築
は
双
方

の
国
民
を
土
台
と
し
た
強
固
な
も
の

と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
両

国
民
の
多
面
的
な
生
身
の
交
流
の
発

展
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。
（
文
責

山
本
恒
人
）

日
中
関
係
の
転
機
を
ど
う
と
ら
え
、
い
か
に

再
構
築
す
る
か

大
阪
大
学
法
学
研
究
科
教
授

田
中

仁


